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1． 結果の概要：住宅着工は前月比で減少、一方、先行指標である許可件数は増加 

 6 月 16 日、米国センサス局は 5月の住宅着工、許可件数を発表した。住宅着工件数（季節調整

済）は、103.6 万件（前月：116.4 万件）となり、市場予想の 109 万件（Bloomberg 集計の中央値、

以下同様）を下回った。住宅着工件数の内訳は、一戸建てが 68.0 万件（前月：71.9 万件）、集合住

宅が 35.6 万件（前月：44.6 万件）である（図表 1）。 

住宅着工件数の伸びは、前月比で▲11.1％（前月：+22.1％）と、前月から大幅に鈍化し 2桁の

マイナスとなった。一方、前年同月比では、+5.1％（前月：+12.1％）と、こちらは 2ヵ月連続で

プラスとなった（図表 2）。 

 

（図表 1） 

 

（図表 2） 

 

 

次に、住宅着工件数の伸び（前月比）を地域別

にみると、全ての地域でプラスとなった 4月と

は対照的に、5 月は全ての地域でマイナスとな

った（図表 3）。 

とくに、北東部は 2 月の悪天候に伴う大幅な

マイナスから回復がみられていたが、5 月は 3

ヵ月ぶりにマイナスに転じた。 
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（図表 3） 

 

-20

-10

0

10

20

30

2013/01 2013/07 2014/01 2014/07 2015/01

西部 南部 北東部 中西部 住宅着工

住宅着工件数前月比（寄与度）（％）

（資料）センサス局よりニッセイ基礎研究所作成 （月次）

ニッセイ基礎研究所 2015-06-17 

【5 月米住宅着工、許可件数】 
着工件数の減少は、前月の大幅増加の反動。 

許可件数は増加しており、回復基調は持続。 
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住宅着工に先行する住宅着工許可件数（季節調整済）は、127.5 万件（前月：114.0 万件）と 07

年 8 月（132.1 万件）以来の高水準となったほか、市場予想の 110.0 万件を大幅に上回った。住宅

許可件数の内訳は、一戸建てが 68.3 万件（前月：66.6 万件）、集合住宅が 59.2 万件（前月：47.4

万件）である（図表 4）。 

住宅着工許可件数の伸びは、前月比で+11.8％（前月：+9.8％）、前年同月比では+25.4％（前月：

+6.1％）と前月比、前年同月比ともに 2桁の増加となった（図表 5）。 

 

（図表 4） 

 

（図表 5） 

 

 

 

2． 結果の評価：新築住宅市場の回復基調は持続 

5 月の住宅着工件数は、前月比で 2 桁のマイナスになったほか、地域別でみても全ての地域でマ

イナスに転じるなど、前月から大幅に悪化した。しかし、4月は前月比で 20％を超える大幅な増加

となっていたことを考えると、5 月はその反動減と考えられる。実際、3 ヵ月移動平均でみると 4

月以降は 2ヵ月連続で増加しており、回復基調は持続している。 

さらに、住宅着工許可件数は、およそ 8年ぶりの高水準となったほか、前月比で 2桁の増加とな

るなど、好調に増加している。このため、住宅着工件数は今後も増加基調の持続が予想される。 

米国では労働市場の回復が持続しており、先行きの雇用不安は解消されてきている。また、住宅

ローン金利も過去に比べて低水準に留まっていることから、住宅購入しやすい環境となっている。

実際、消費者信頼感指数などの消費マインドを示す指標が 08 年の金融危機以前の水準を回復する

など、高い水準となっているほか、消費者信頼感指数の中の住宅購入意欲を示す指数も高い水準を

維持していることから、今後も住宅市場の回復は持続するとみられる。 
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